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Abstract: For elementary and junior high school students, it is important that school is a place of safety and
security which, in turn, can lead a smoother school life. However, there can be bullying issues that may hin-
der this. According to a survey by the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, the
number of recognized cases of bullying continues to increase year by year, and in the current environment
first-year students in junior high school are purported to have the most bullying incidents. It is important that
bullying does not escalate into more serious issues which might be resolved by not overlooking everyday
problems. In this paper, peer mediation efforts were instigated aiming to develop the ability to resolve the
problems without the guidance of the teachers. Questionnaire results suggest that bystander of self-defense,
perpetrator support and indifference may hold the key to reducing the number of bullying incidents. The ef-
fectiveness of this peer mediation program in the form of developmental student guidance is suggested.































































































































































































































































1 鬼ごっことドッジボールのどちらで遊ぶかでもめている 42％ 11％
2 筆箱を落としてしまったが，わざとじゃないと喧嘩している 42％ 16％
3 休憩時間のあとどちらがボールを片づけるかでもめている 52％ 17％
4 悪口を言った言わないで，もめている 49％ 15％
5 帰ってから○○と遊ぶかでもめている 62％ 12％
6 友達二人が殴り合いの喧嘩をしている。 31％ 41％
























































雨の日の部活動で，どこの場所を使うかがきちんと伝わらず，聞いてないと主張する A さんが B さんともめている。
部活動後，当番の A さんが道具を片付けずに帰ったので，翌日他の人ともめている。
部活動で，A さんが B さんに真面目に練習しないので注意したが，B さんが自分は真面目にしていると言ってもめている。
黒板を消す仕事を自分は一度やったのでやらないと A さんがいいはり，B さんともめている。
提出物を集める係の A さんと B さんのどちらが提出物を持って行くかでもめている。
給食当番で休んだ人の仕事の分を誰が代わりにやるかで，A さんと B さんがもめている。
机の上の筆箱を落とした時，わざと落としたわけじゃないと A さんが主張し，B さんともめている。
筆箱を取ったか取っていないかで，A さんと B さんがもめている。
教科書を借りた A さんが，持ち主の B さんに時間通り返さなかったことでもめている。
体育の授業でボールをわざと当てたか当ててないかで，A さんと B さんがもめている。
友だちとふざけていた A さんが，近くにいた B さんにぶつかった時にわざとじゃないからと謝らないのでもめている。
休日に遊ぶ約束をしていたのに，他の友達と遊びに行ってしまったことで，A さんと B さんがもめている。























（NO. 1. 4. 6. 9. 11. 14. 16），いじめの原因を被害者に
帰属させはやし立てるなどの行動を意味する「加害者
への支持」の 6項目（NO. 3. 5. 8. 13. 15.17），煩わし
いことには関わりたくないという態度からなる「無関





































表 5 傍観者意識尺度に関する 2要因混合分散分析結果
男子（N＝87） 女子（N＝80） 時期 性別 交互作用


















2.21（0.61） 17.81*** .10 0.27 .00 0.11 .00
***p＜.001, **p＜.01
甲南女子大学研究紀要Ⅰ 第 57号（2021年 3月）１４０
（1,165＝9.41, p＜.01, ηp 22＝0.05），無関心 F（1,165＝

































































































www.nier.go.jp/shido/leaf/leaf15.pdf（accessed 2020. 10. 5）
厚生労働省（2014）平成 26年度全国家庭児童調査結果の
概要：28. https://www.mhlw.g.jp/content /11920000/5zen-
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